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サークル会員の募集やイベン
ト情報を掲載するコーナーです。
申し込み方法獅掲載月の３カ月
前の１日（松掌抄承の場合は、
その翌開庁日）午前９時から電
話で広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ
※先着順。ただし、過去に掲載
されていない団体を優先しま
す。来年２月１日号の受け付
けは１１月１日昭からです。掲
載するには注意事項がありま
す。詳細は同係まで問い合わ
せてください。

ヒップホップサークル会員募集

ペン習字いづみ会会員募集
年賀状など自筆で書いてみませ
んか。皆さんも一緒に練習しまし
ょう。
■時毎月第２・４松午後１時～３時
■場北部公民館 ■￥月額２０００円
■講北村いづみ氏
■問足立二三生さん（緯〈９８〉０３５２）

ふ み お

ブライト英会話サークル 夕
せき

照会書展
しょう

横山夕葉教室の作品展です。濃
墨や淡墨の多様な書の作品を展示
します。
■時１０月１７日昌～２１日掌午前９時～
午後５時（２１日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問犬塚玉

ぎょく

陽さん（緯０５６３〈３２〉３７７３）
よう

ＪＮＰ愛知第三支部写真展
ＪＮＰ（日本風景写真協会）の写
真展。風景写真５０点を展示します。
■時１０月１０日昌～１４日掌午前９時～
午後５時（１４日は午後４時まで）
■場市民ギャラリー
■問入倉喜巳男さん（緯０５６３〈５６〉４４０１）

き み お

彩風会写真展
さい ふう

風景を主体とした作品４４点を展
示します。
■時１０月１８日昭～２１日掌午前９時～
午後５時（１８日は正午から、２１日
は午後４時３０分まで） ■場市民ギ
ャラリー
■問正木弘人さん（緯〈７６〉８８１４）

ひろ と

陶芸と書道の合同作品展
楽しく親しみのある作品展です。
気軽にお越しください。
■時１０月５日晶～７日掌午前１０時～
午後５時３０分（５日は午後１時か
ら、７日は午後４時３０分まで）
■場市民会館
■問浦本新三さん（緯〈７６〉１５６０）

しん ぞう

アートフェスタin本
ほん

證
しょう

寺
じ

県・市指定文化財の本證寺を舞
台に、人と文化の交流を深める手
作りイベント。陶芸、お茶会、二
胡演奏、屋台もあります。
■時１０月１４日掌午前１０時～午後４時
■場本證寺（野寺町）
■問高井知

とも

哉さん（緯〈９９〉３９０５）
や

ベビーサインイベント＠桜井
ベビーサインで赤ちゃんと一緒
に遊びましょう！初心者大歓迎。
■時１０月３０日昇午前１０時～１１時
■場桜井福祉センター ■￥５００円
■定４０組 ■対首座り～２歳頃の子と
その母親
■問稲吉千恵さん（緯０９０〈９０２６〉４５６９）

ち え

外国人と英語を学びましょう。
■時■対月３回松 １～３歳獅午後１
時１０分 園児獅午後１時４５分 小
学生獅午後２時３０分 中学生以上
獅午後３時１５分 ■場文化センター
■￥月額２８００円 ■定各４人（先着順）
■問ジェインさん（緯０９０〈９１２５〉９４６０）

初心者の人も大歓迎。メンバー
と楽しく踊りましょう。まずは、
見学や体験をしてみませんか。
■時毎月３回昌午後７時～８時
■場市スポーツセンター ■対小学３
年生～中学３年生
■問近藤美佐さん（緯０９０〈８３３６〉９５６６）

み さ
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「わたしの望遠郷」、「ほっとタイ夢」コーナーでは、市民の皆さんからの投稿をお待ちしています。詳しくは、
電話で秘書課広報広聴係（緯〈７１〉２２０２）へ。掲載者には記念品を差し上げます。

今月の舞台 東
ひがし

別所
べっ しょ

町
ちょう

町内会長の笠

原さんに、まち

を紹介してもら

います。

東別所町は、
市の北東に位置
し、岡崎市に接しています。ま
ちの中にある日光寺には、多く

にっ こう じ

の地蔵と木造薬師如来立像がま
つられています。立像は、１７年

に１度しか開張しないことから、
秘仏といわれ、次の開帳は平成
３９年です。
まち一番の魅力は、町民のつ
ながりの深さ。町民は、「笠原」
や「近藤」など同じ名字が多く、
お互いに名前で呼び合っている
のをよく見かけます。
それが町民同士の親
しみにつながってい
るのか、一声かけれ
ば多くの人が集まり
ます。防災訓練には、
４割の町民が参加し
てくれました。さら
に、町民の多くが、
まちで子どもを見か
ければ、どこの家の

子どもか大体わかります。
ほかにも、神明社の大祭では、

子どもみこしやカラオケ・演芸
大会で盛り上がります。これか
らも、町民の交流を深めていき
ます。

水野隆
りゅう
介さん（榎前町）
すけ

夢は五輪で金メダルを取ること

８月に開催さ

れた全国高等学

校総合体育大会

（インターハイ）。

この大会の柔道

男子６６茜級で、

２年生ながら２位に輝きました。

インターハイでは、２年生と
いうこともあり、胸を借りるつ
もりで全力で攻めました。特に、
３回戦での強豪選手との試合。
周りからは、勝てないと言われ
ていましたが、がむしゃらに前
へ出ました。その結果、残り1
秒で有効を取って勝利。今まで
で一番印象に残る試合になりま
した。
今は、柔道の強い市外の高校

へ通学しています。練習を終え
て帰ると、夜８時を過ぎること
も。それでも週１回は、安城の
柔道クラブに参加。子どもたち
に混じって練習することで、純
粋に柔道を楽しめるんです。
柔道の魅力は、やっぱり一本
勝ち。練習でも試合でも、前へ
攻めることを心がけています。
当面の目標は、インターハイ決
勝で負けた選手に勝つこと。負
けず嫌いなので、一度負けた相
手には勝たないと気が済まない
んです。
憧れの選手は、ロンドン五輪
で銅メダルを獲得した海老沼匡

まさし

選手。背負い投げのスピードが
とても速く、理想の背負い投げ

です。
夢は、五輪で金メダルを取る

こと。その時は、オール一本勝
ちで決めたいです。

神明社大祭の子どもみこ神明社大祭の子どもみこしし日光寺の地日光寺の地蔵蔵


